
南関東の地殻モデルに関する一考察

1.ばじめに

地震地殻変動そして火成活動讐が地質構造とどのよ

うた関連性をもつのかまたそれは南関東のテクトニ

クス(地質構造発叢史)のうえからどのよう決意義を有

するのか｡この点を解明する一つの足がかりとして地

表地質と地球深部の諸現象とを矛盾汰く説明できると思

われる地殻モデルに関する考察を試みた｡最近の南関

東の地質学上の成果の一つとして相模湾東京湾讐の

海底地質調査がすすみ南関東の構造発達史上空白にな

っていた部分に対して新しい情報がもたらされてきた.

まだ検討の余地はあるが一応海底地質図ができた

(K五醐肱銚訟呈一螂夏)段階であるのでこれらの成果を

組み入れて南関東地殻モデルの一つを設定してみた.

モデルとしてはまだ不十分な所を多く残すがあえて発

表し諸先輩のご批判をあおぐこと1こしたい｡

南関東といっても小論では第コ図の区域を扱った.

2.層序地質穣造に関する新知見

南関東の構造発達史は関東構造盆地の発達や相模湾
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の沈降その間にはさまれる隆起帯の形成というよう改

造構造運動に規制されている.従来これらの運動は

丹沢から房総半島につらたる一連の造山運動いわ峰る

｢丹沢造山運動｣(小池1957)の一環として把握され

てきた昔この見地では丹沢造山の初期火成漬動は

漸新世後期から中新世初期にかけて行匁われその間に

発達した南関東の代表的放地層は丹沢層灘伊豆半島

の湯ケ島層襟肢とでいわゆるヂグシｰンタフJと呼ば

れる地層である.三浦1房総半島では葉山層灘と保

田層灘がこの期の生成とされている.小論では上記

の丹沢造山とは概念を新たにした篠か嶺鰯変動｣

を提称し改めて丹沢造山の意味を検討してみたい.

この概念が出てきたのは葉山層灘という地層の正体がか

たり明らかにたったことに負っているのでさしあたっ

てその辺から稿をすすめていきたい山
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第1表は三浦1房総半島を中心にまとめた南関東

の層序の大区分表である.これには海底の層序区分も

対比させてある.第2義敏三浦1房総半島付近に
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第1図南関東地域風△印は第四紀大川､背波擦査の側線の位:置が記入さ虹ている.abcはKT-70-4航海の測練で

第3図に12～蝪潰KT一鑓一4航柳の側線で節遂図にプロファイルが示さ扱る(Kimuraeta1.,1971参照).�



第1表南関東の大層序区分.南関東周辺海域での

音波探査記録上での層序区分の符号も示して

ある.波線は不整合を示す.

第2表南関東とその周辺区城の飾三系対比表
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分布する第三系とグリｰンタフ地域たいしその周辺に

分布する第三系とを対比させたものである､小池

(1957)かグリｰンタフ層と同層準と考えた三浦･房総

半島の葉山保田層灘は一括して葉山層鮮とされグリ

ｰンタフ層準より下位にくる.グリｰンタフ層準にく

る地層は新たに設けられた矢部層群(木村ほか1970)

と考完られる.その根拠は次による.

1)岩相と凝灰岩の特徴から大磯海岸の高麗山層鮮と

房総半島の保田層灘は三浦半島の葉山層群に対比

される｡これらは相模湾東京湾の海底下を通

って互いに連続していることが海底地質調査の結果

確認された.そこで高麗山層群や保田層灘は一括

して広義の葉山層鮮とする.

2)葉山層群の年代については三浦･房総半島から得

られた浅見･幌内型貝化石(S亘狐畑A1968;HムTAエ

andKoIKE1957;KnIU肌eta1.1971)からほぼ

漸新世から中新世と判断されこれは以下g層序学

的底位置と矛盾したい.

3)静岡県の瀬戸川層灘の上位に浅見･幌中型貝化石

が発見され新たに相賀(おうが)層が設けられた

(MATsUli0T01964;1966).この相賀層の下位の

瀬戸川層群は従来より房総半島の嶺岡層群に対比さ

れる地層であり一方上位の大井川層灘は下部グ

リｰンタフ層準に対比されている.したがって

層序的にも含有化石の上からも相賀層は葉山層

群に対比されることになる,

�

葉山層灘は矢部層鮮に不整合でおおわれ矢部層群

は中新世中～後期の三浦層群におおわれる.よっ

て矢部属灘は中新世初期のグリｰンタフ層準の時代

の堆積物とみたしうる.たお未だ厳密た対比カミ

なされてい狂いが房総半島の佐久間層癖の一部の

地層が三三浦半島の矢部属灘に対比されると予想され

一る･三浦半島では矢部層群と三浦層灘との間に

第一級の不整合である田越州不整合一(三裂･1968)

があるが筆者は房総半島では佐久間層群中の奥

山互層と中尾原互層(小池1949)が不整合関係に

あることを確認している.矢部属灘は相模湾の海

底に一列に並ぶ沖の山堆列(後述)の壁からも得ら

れている(KIM㎜AetaI･1971).星野佐藤(19

58)は沖の山堆からグリｰ二■タフを報告している

カミζの岩石も矢部層群の可能性がある｡だが

南関東ではこの層灘は伊豆丹沢等のグシｰン

タフ地域に比べてごく薄くしかもごく限られた分

布をしているにすぎたい.

以上の点から葉山層灘はグリｰンタフ層準の下位に

くる漸新世末期から中新世初期にかけての地層である

と判断された.

第2図はグリｰンタフ地域を含めた南関東ρ地質

構造区分図である.三浦･房総半島と相模湾･東京湾

を含めた地域は葉山層灘が発達しはげしく福山して

いて相模湾の西半分から伊豆半島にかけての地域とは

っきり区別される.この地域を小論では｢南関東橘

曲帯｣とよんでおく.三浦半島と房総半島を結ぶ葉

山･嶺岡隆起帯〔葉山･犠岡隆起帯(奈須他1962)または嶺

岡･葉1111塗起帯(松田1970)とレて指摘されている〕.その南�



に配列する沖の山堆列の2つが南関東櫓曲帯におけ

る大きな隆起帯である.この2つの隆起帯の各南縁に

大きな構造線がある.

菊⊥い嶺岡隆起帯の南縁を限る構造線は房総半島で那

古断層として観察される.この断層が酉の海底では

城ケ島沖の陸棚斜面に沿って見られる南落ちの正断層と

判断される断層系に連続するものと思われる.

これらは地下深部に予想される欠きた破砕帯の地表へ

の一連の表われとみなされるものでこの葉山･嶺岡

隆起帯の南縁を限る断層を一括してr那古構造線｣と

呼んでおく.この構造線のすぐ南に平行して走る房

総半島の延翁寺断層は南落ちの活断層であるが関東地

震に伴う最大変位は亙泌繧とあり房総半島の活断層中

最大の変異を示した(藤井至968)｡これからもこの付

近の地下には大きな構造線の存在がうかがわれる.

一方自然地震や地殻変動から従来よ聾紳の山堆

列の南縁に断層が推定されていた(今村五927;松岡

1970)が最近音波探査によりこの断層の存在が確か

められた(KIMU肌etaL亙971)｡この地下の深部では

地震探査屈折法で大きな断層渉指摘された(Japanese

Delega宣亘㎝1967)｡この構造線を境にして関東地震

の際には西側の相模海盆の部分か少たくとも50皿は

沈降した(茂木1959).相模構造線は相模湾底で

グシｰンタフ地域と非グリｰ!タフ地域を限るものであ

って酉の糸魚川一齢岡構造線に匹敵する意義をもっも

σ)と考えられる.松岡(1970)はこれを陸上に推定さ

れている｢国府津一松田断層｣の延長としているが小

論では地質学的章義を厳猫にす季ために国府津一松

岡断層とは区別してr相模構造線｣と仮称しておく.

これらの構造線の下には大きな逆断層も推定される.

関東地震の研究から相模構造線にあたる位置から北東

方向へ傾斜した逆断層が推定され関東地震はこの面に

沿った地殻の変異によって生じたとされた(金森1970a;

AND01971)｡

房総半島の地質図と重力異常図を重ねてみると重力

異常の値が高い区域が蛇紋岩火成岩を含む薬凶苗嶺閥

隆起欝とは一致しないで実際には鳴州グラｰベンと

呼ばれる低地帯に一致している.簡単た重力計算から

は鴨川グラｰベンの地下およそ数隻臓の深部に隆起帯

の根が推定される.このことから地表に見られる蛇

紋岩体を含む隆起帯は深部の岩体に対して相対的に南

(西)にすり上った可能性が考えられる.これから葉山

･嶺岡隆起帯の下にも相模構造線の下に推定された逆

断層と平行した様な逆断層カ難定される｡この断層は

地表ではほぼ葉山･嶺岡隆起帯の南縁に現われる計

算になる.

南関東の破壊的地震は沖の山堆と鞄か嶺岡隆起帯の

下で生じてパる.たと支は松田(1970)によると挿の
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第2図南関東南部フォッサ･マグナ構造区分図.伊豆準島を中心として剛晒jに古い地層が分亦する.

位置を示す.断層には地層の相対的な落ちの方向が示されている

AA1は第3図に示される地殻断廊図の�
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第3図南関東地殻断面図､本城の地殻構造の本質を表現するために
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山堆列に沿った地震はマグニチ皿一ド8程度のものが生

じ葉山出嶺岡隆起帯ではマグニチュｰド6から7程度

までの地震か生じている.これらは各隆起帯の地殻が

逆断層面で動いたことによって生じたものではないだろ

うか.

3.地彊変動に関する新無党

第3図は静岡から駿河湾を経て伊豆半島相模湾

を通り関東盆地へ抜げる地殻構造断面図である.た

だしこの断面には第2蜜の概念か誇張して表現されて

いる.この図は後述するように南部フォッサ1マグ

ナは伊豆串島を中心として下から押し上げられること

によって生むだ一大グラｰベンであることを示している.

そしてその傾向は地形的た特徴からみても現在ま

で継続していることカミ推定される.

伊豆半島を中央隆起部とした傾動運動の地質学的証拠

について静隅から房総半島にかけて検討してみよう.

1)駿河湾では糸魚川一静岡構造線の海方向への延長

は西石花海(せのうみ)舟状海盆の西縁に沿って

南下すると考えられている(奈須他1968)ので

酒石花海舟状海盆以東はグリｰンタフ地域とみたせ

る.奈須らによる音波探査の結果では酒石花海

舟状海盆の東に位置する石花海堆はゆるやかな膨

隆を示しつつ全体としては酉に僚斜していること

から堆の頂部削剥面形成後から現在まで石花海堆

が南西方向に傾動しているとの見解がとられた.

石花海堆から酉へ陸にむかってとったプロファイル

から堆積層が東へ収れんし西に厚くなっている

ことからも東側隆起西側沈降という傾動運動が読

みとれる.

2)静闘の海津地域の地質に関しては土(1968)によ

ると全体として新第三系は西から東へ古い地

層から新しい地層へと断層に境されて帯状に配列し
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しかも一般に一つの層灘内では強へ嬢斜する構造

を示す山さらに第四紀地殻変動についても西

側の沈降と東側の隆起という頓動運動秘続いている

ことが指摘されている.

伊豆半島ではグシｰンタフ層準の湯ケ島層灘の上

を第四紀火山の噴出物がおおっているため湯ケ島

層灘の構造は未だ良く解二ていたい.しかし半

島の東西両海岸近くにはいずれも海方向に便斜し

た中期中新世の白浜層灘か分布していることから

半島中心部が隆起しそれより東と酉へ傾動してい

ることがわかる｡

伊豆半島から大島へ走る火出帯の下に引張性裂かの

存在が予想される.その根拠としては人工地震

により大島の地下にほぼ北廼一南東の大島を縦

断するようだ大規模な破砕帯が推定される(顕申ほ

か1969)大島箱根富士の各火山にはほぼ北西

一南東方向に配列する側火山が発達している(中村

1969)ことたどがあげられる.申材は側大凶の

配列の方向と活断層の方向は火山体周辺地域の地

殻の平均的応力場における最大圧緒主応力軸方向を

示していると考えたがその点については筆者は

同じ考えではたい.たとえば伊豆半島北部には

北西より南東の方向に走る最新期の隆起帯が存在し

現在平均年間2.2mm･ほどの割合で隆起している

(藤井1969);これは側火山の配列方向に伸びを

示した隆起構造であることから下からの押し上げ

が隆起構造を作り側方へのひっぱりの力が働くと

すれば引張性裂かが合理的に説明される｡

第4図は東京大学海洋研究所の淡青丸による

KT-70-4航海で得られた1万ジュｰノレのスパｰ

カｰによるプロファイノレである.伊豆半島側の陸

棚斜颪上で収れんしている鮮新世～洪積抵の上総層�



灘は相模湾底で東へむかって厚く次り沖の山堆列

にアバットしている.沖の山堆の西斜面は相模構

造線に画されている(第4図(1)(2)).

洪積世の相模層禅については上総層鮮ほど明瞭

てたいが同様の傾向が認められる.これは伊豆

半島側から東(北)へむかっての傾動を示している.

また第4図(2)によると相模海底谷の西側の陸棚斜面

の比高が東側のものに比べて著しく大きくかつ

斜面の慎斜が両側で食い違っている､これは堆

積構造で示されたと同様に東(北)への頓動を示

しているものと思われる.このことから伊豆半

島側のブロックが現在でも隆起傾向にあることが

推察される｡また沖の山堆の西斜面の下に東

へ傾斜する面か見られる(第忽図(2))がこれは沖

の山堆列の下に推定された逆断層と平行した断層を

示す可能性があり今後の検討が待たれる.

次に沖の山堆列から菊1い嶺胸隆起帯にかけて

はどういう煩動が見られるだろうか.第4図(3)は

三崎堆から城ケ島へかけての断面であるが堆頂か

ら城ケ島方胸へ上総層灘か厚くたりかつ城ケ島沖

の陸棚斜面のふもとで断層に切られる｡このこと

から沖の山堆列から葉山隆起帯へかけてやはり

西側隆起の傾動運動が示される.第4図の(1)(2)

(3〕を相模湾を東西に横断するように解釈図を作っ

たのが(4)である.

第5図は東京湾の湾底に沿って発達する東京海

底谷の下流部にあたり紬の山堆列から葉山1嶺隅

一謹1艇1

叡

昌葦1鵬1…蟻醐.
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による.プ目ファイルσ)位置は第1図に示されている.�
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隆起帯へかけてのプロファイルである.

これはKmU肌etai.(1971)が示したプロｰブァ

イノレを解釈したものである.城ケ島沖の陸棚から

陸棚斜面にかけての上総層灘は東京海底谷の前身

と思われる谷を埋積して堆積していると考えられる

ことから同属灘は最初から谷軸へむかって傾斜し

て堆積したと思われる.谷の北壁で下位層の傾

斜がゆるく上位層がこれを削って海側へ下位層よ

り急傾斜に堆積しているのは北(東)への頓動を示

すものであろう.また谷の南壁に堆積した上総

層潮亨ついてみると下位の層か傾斜が急で､上位

の層がゆるやかであるのはやはり北東への傾動を示

すものと考えられる(第6図参照).このことから

断層で境された個々のブ回ックが皆一様に北へ傾動

レていることが示される･

葉山･嶺岡隆起帯の(南)西縁は郡古構造線に境さ

れ(北)東縁は三浦半島の逗子海岸に見られる霞

鋤i1不整含で代表されるようた不整合で画されてい

∴{

岱

〆､

に;1ヒ(東)傾動しその結果北へ傾斜したrしょ

うぎ倒し構造｣が坐じていることが実証された(三

裂1968).三裂はこれは三浦･房総半島よリ

南に隆起の中心があたことによるものと考えたが

筆者はそれを侠豆半.島付近と考える.

成運動であると考えた.

このよう故地殻運動の様式は丹沢から嶺臓にかけて

の隆起帯形成か主造山運動であるとする小池の丹沢造山

運動では説明できない.伊豆半島を含むより広範囲

の地殻変動から説明されねばなら改い珀南関東橘曲帯

で重要なものは蛇紋岩の貫入で特徴繊亥られる変動で

ある.蛇紋岩類の貫入は中新世初期の矢部属灘が堆積

する頃は終了していた｡この時期の蛇紋岩は員本の中

でも本域のみに認められその倉諦は静岡県の瀬戸川層

灘中に耽棄一商西方向に猛は置練土に駆列し南関東籍

飽帯では葉山1嶺岡隆起欝ゆ軸を沿って西北酉一東

商東方触こ配励す李あ花がも餌豆楽島を幸心として

瀞称駒綻八句宇を示む走線上に分布する｡蛇紋岩はい

ずれも角礫状で面には条痕か認められこれらは構造

線に毛って題繕後もまれ荏がら上昇してきたことカミ示さ

れる､この変動は丹沢造山運動の主趨五鰯より古く

古第三紀の終わり頃から新第三紀のほじめにかけて打た

さらに変形を

/｡
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これらは策東海底谷の谷輔が東西性に変わる一ド流部を南北k切

ったものである断層によりて境された各ブ原ックが迎締1･回り

に回転して全繍こわたって北涼への傾勅を示している.地層に
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なる.そのため小論ではこの変動を･葉山･嶺岡変

動｣として丹沢造山とは区別した.この変動は南関東

櫓曲帯全般におよんでいる.

…方舟沢地方では中新世中期に石英閃緑岩の貫入

によって特徴付けられる運動が行なわれた.これは.

従来は丹沢から嶺岡に続く東西性の隆起運動に伴って貫

入したものとみなされていたが大局的には南北性の

方向に伸びるグリｰンタフ変動の一環として把握される

べきである.この期の石英閃緑岩の貫入は東西性の

蛇紋岩の貫入より遅れて行なわれその分布は丹沢から

北へ東八代を経て長野の方に向かい南では伊豆半島の湯

ケ島層灘中に小貫入岩体(地質調査所ユ97エ)として認

められる｡最近松岡上田(197C)は賄redbe1ts

の概念からフォッサ･マグナの南部では茜日本の外

帯の性格たとえば丹沢山地での御坂統の厚い堆積と

変形の次に東冒本の内帯の性格たとえば丹沢山地

に見られる石英閃緑岩の迷入や富士箱根だとの第四紀

火成活動力至重っているものとみている.石英閃緑岩避

入以降の変動を東日本の内帯として性格づける点は筆者

の見解と近いが筆者は御坂統の堆積期にはすでに次の

変動期に入っていたすなわち葉}嶺岡変動の構造は

､切られ次のグリｰンタフ変動へ入っていたという見解を

とる点で異なる.また次の点からみて葉山帯嶺岡変

動を受けた区域が単純に面目本の外帯の性格を持っとは

みなせ汰い.

繭関東摺山帯に一見平行して多くのグラｰベンが発

達している.たとえば葉山1嶺岡隆起帯の中で三浦

半島では久里浜グラｰベンや富岡グラｰベン(木村

1971)が発達し房総半島では鴨川グラｰベンがある.

もう少し欠きた目で見ると葉山･嶺岡隆起帯と沖の山

堆列の間の沈降部もグラｰベン構造を示し相模舟状海

盆(S醐P畑皿勧硲い964)は所によって最も大規模でみ

ごとたグラｰベン構造を示す.これらのグラｰベン構

造は南関東摺曲帯では東西方向にのびを示すことから

南北方向の張力が働いたことが推定される｡久里

浜グラｰベンは三浦層灘堆積時には生じていたと思われ

るし営岡グラｰベンはその両側の断属が関東艀一ム層

までを変形させているのでこれらグラｰベン形成運動

は新第三紀初頭頃から現在に至るまで継続しているとみ

られる.南関東のこれら大規模た張力構造は本城の

おかれた特殊な地理的条件たとえば日本列島の折れ

曲がりに関する応力場等をも考慮しなけれぱたらたいの

ではないか.この点についてはいずれ他の機会に触

れたい.

ここで従来の丹沢造山と小論で述べられた葉山･嶺

1刑変動とグリｰンタフ変動の2つの変動との関係につい

て整理をしておこう.従来南関東櫓曲帯で丹沢造山

といわれてきた変動は葉山･嶺岡変動に置きかえられ

るべきでありて丹沢造山とは2つの変動力咬差した

丹沢地方の局地的た変動に限るべきである.丹沢の構

造が葉山･嶺岡隆起帯の方向に平行であるかのように見

えることに関しては前述のごとく本城の2つの変動

が重り合っていてしかも先に生じた葉山'･嶺胸変動

の影響がグリｰンタフ変動中においてもかなり強かった

ことと本城特有の応力場だとえばさきに述べた日

本列島の折れ曲がりに関する応力場といったようなもの

を考慮しなければならたいのであろうと思われる､

4.地殻モデル

本城の地殻変動と地殻モデルを説明するためには深

部の構造についての考察がなされなければならない.

本城周辺は日本でも最も地震の多い地域であることから

地震から情報を得るのが最もてっとりばやくて有効であ

る.長谷川飯塚(1969)が作製した図について

!926年から1966年までの遂⑪年間の地震の水平分布と重直

分布を見ると次のような特徴が指摘される.まず第

1に40年間の資料で見るかぎり地震はグルｰプ毎に

かたまっていてそのグルｰプの位置付けは南関東の地

質構造区分に支配されているようである.第ア図は

1957-1966年に北緯3出O'から36.30'の地域に発生した

自然地震を東西の断面にプロットしたものである.そ

のため震源が必ずしも地質学的構造区の中にプロットさ

れたようだ表現に在っていないものもあるが第3図の

断面をとったと同じ側線に投影すればグルｰプ毎の震

央の集中度はもっと良くたるはずである.

第2には伊豆半島の地下30kmないし数10kmより下

から100kmたいし150k服の間にはこの40年間全くどい
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って良いほど地震の生じていない空間が存在する1

以上の2,点が本城の深部構造の上で重要である.

まず策1の地震発生の場が地質構造区分上ブロック

ごとにかたまっている､点であるが本城の地震発生に関

する資料を総合してみると地殻がブ貝ック毎にある程

度独立的に動くことが指摘できる.グリｰンタフ地域

で生じた地震だとえば北伊豆地震の余震域は南関東

摺曲帯におよん七いたい､また関東地震の余震域は

南関東櫓曲帯内に集中している.これは明､らかに

各ブロックが独立した空聞を保持しその内部で地震を

発生せさていることを示す.第7図を見て意外の感が

あるのは地質時代から活動の中心的な存在であり現

在でも活構造が集中している南関東櫓曲帯で最近40年

間浅発地震がほとんど起こってい脈噂実である.

これは他のブロックでは小さた地震がたえず起こる

ことによって盃を解放しているのに対してこのブロッ

クは関東地震級の大地震がたまに起こることによって盃

を一度に解放するという特性をもっていることによるの

かもしれない畠たとえばグリｰンタフ地域は小さな

地震をひんぱんに生じている.これは常に下から地殻

が押し上げられるために盃を受けているせいと思われる.

そうすると下からの押しの原因は2番目に指摘された

伊豆半島下の地震の生じたい空間にあるはずである.

いったいその正体は何者であろうか｡ここで第2ρ問

題点に入っていこう.

フォッサ1マグナの地殻の厚さは厚くとも30-45km

(松閏1968)と考えられるからこの地震の起こらぬ

く争1争

伊豆半島

空間は上部マントル内にある.この部分を｢墨常マ

ントル｣としておく.周本の地殻の底面すなわち

モホ面直下のマントルの縦波の速度は7.8～7.9km/sec

であって世界的平均8.O～8.2km/撒1こ比べて小さい

(杉村上回1968蔑)昔レイレイ波の位相速度やラブ

波の研究からもこのことが支持され金森(1970b)は日

本列島の下や伊豆小笠原諸島の西側のマパ㌔ルでは温

度が他の地域の対応する深さの所より数百度高くかつ

マントル物質の数劣が溶けているくらいでないと顧測

された遅い地震波速度を説明できないとしている｡

このほか種々のデｰタから冒本や伊豆小笠原の下

には高温部分溶融のマントルが存在する(杉村1上回

19錫a)といわれている咀この部分こそ筆者の指摘す

る｢異常マントル｣にあたると思われる.この異常マ

ントノレはテクトノゲシ(シェインマンエ9卿)の役割

を果たしベロウソフ流のアステノリス(r国土と教育｣

編集委員会1970)に類似したものと考えてもさしつか

えないのではたいかと思われる｡

以上の深部の情報と地表の地質構造とを関連ずけたモ

デルが第§図である｡理解を助けるために地表部一

は誇張してある.このモデルによると伊豆半島の下

の上部マントルに高温で部分溶融をした部分が生じそ

のために伊豆半島を中心とした地域が押し上げられ張

力が生じ割れ目ができる.新第三紀のグリｰンタフ

変動の際にはこうやって員六列島を縦断するような

大陥没も生じ危と思われる出フォッサ1マグナについ

ては新第三紀以前の古い地層がほとんど欠如している

事実が古くから指摘されている昌

本間(1927)は地球内部の玄武

怯､↓1･.lN二:二≦....､､､_凹4型__

･･VV

1㎝止刷･

空｡｡㎞囮グ1一ンクフ地域

ヰ大地離生地匝ヨ前グリｰンクフ地域

匝コ11.撒搬､｡)

第8図南関東の地殻モデルｰ店の目安静沈めに灘さが示されているが地表近くの断面は非漱に

誇張されている.

岩体が融解して体積が膨張した

ため地殻が決裂し岩漿の上昇を

促しフォッサ･マグナのように

古期岩類の基盤を欠く新堆積地帯

が生じだとしている､最近の地

質地球物理学的資料を参考にし

て作製したフオヅサ1マグナの地

殻断面図(松田至9681地質調査

所亙970)では中生代以下の地

層が表現されていることから必

ずしも地殻浅所で古期岩類の基

盤を欠いているということではな

いが上部マントルでは異常マン

トノレが本間のフォッサ･マグナの

モデルのように他を押しのけてい

ることカミ者えられる.�



小論で提出されたモデノレを説明するにはい<つかの考え

方があるであろうがもし本城に関して大洋プレｰトが

海溝下へもぐり込む(Is舳ζset纂L1968)というプレｰ

トモデルが成立すると仮定すると南関東の地震火成

活動そして地殻変動等の関連性が一応説明されるように

みえる.この点に関してほとんど実証的なデｰタが無

い状態であるがあ一えて想像力をたくましくして説明

を試みてみよう.第7図の右上から左下へ斜めに幅約

70kmの帯の中に地震が密集したゾｰンがある.これ

は岩石圏(プレｰト)に相当するのであろう.地震が

生ずるのはプレｰトの上面に近い部分と考えられるので

実際のプレｰトはもっと厚い可能性がある.沈み込む

ことぽよってプレｰト自身が盃を生じプレｰト内で生

ずる地震(I舳KsandMoL舳R至969;南雲1970a)がか

なり発生しているのであろう.プレｰトが運動する過

程においてマントル内に高熱が発生し(杉村･上田19

68b;KムR1G1970)最終的には伊豆半島下の上部マ

ントル中に高温の異常マントルが発生することになろう.

異常マントルの上や横にかなり定常的に地震が発生し

ている.これは異常マントルが周囲を押しのけるため

周囲め岩石圏が盃を受けて地震か発生するのであろう.

その際異常マントル内は勇断麻カガミ伝わらたいような

状態す次わち液相の状態を考えればよい.グリｰン

タフ地域に火山性以外の地震も多いカミその原因はこれ

で説明される.同様放異常マントルが予想される伊豆

海嶺の中央部に沿って灘発地震の小さいブロックが連な

っているがこのことはそこが浮上がりの中心にあた

っていると考える(南雲1970も)ことで説明される.

第7図にみられる地震の巣の区域はもぐり込む大洋

プレｰトとそれを迎乏る大陸プレｰトとがこすれ合う最

も抵抗の大きい所であると考えられる.異常マントノレ､

の上昇1こよって太平洋側へおしひろげられた地殻は大

洋プレｰトに押されることになる.そのため沖の山

堆列や葉山苗嶺岡隆起帯の下に逆断層が生ずる..この

面は盃の量がある程度だとえば1-2×10-4種の大

きさに達すると盃を解放して関東地震のようだ大地震

を発生すると考えられる.地震時の地殻変動はこの機

構に調和的とみられる.ただ注意しなければならな

いことは同じく半島といっても構造区としては三

浦半島の先端は葉山1嶺岡隆起帯に属し房総半島南端

は沖の山堆列に属す.関東地震後の地殻の重直変動は

三浦半島先端よりも大磯や房総半島南端の隆起量の方が

大きい頗陶が示されだがこれは沖の山堆列の下の逆

断層面に沿って変異が生じたことによるとみることがで

きよう.

5.おわりに

南関東櫓曲帯には比較的新期の北東一南西方向の櫓

曲断層構造が広く認められる(垣見!968KlMmA

etaL197王)が小論ではこの点についての検討をする

余裕がたかったのでその重要性を指摘するにとどめる.

また小論の南関東の地殻モデルの形成機構は一応プレ

ｰトモデルをとり入れて説明したが地震発生と地殻構

造との関連性については異たる説明もなされている(鈴

木1968;1970)｡この点についても今後検討していき

たい.

最後に本城の海底陸上地質調査に関してご指導い

ただき小論作成にあたり海底資料の検討にお力添え

をいただいた東京大学海洋概究所の奈須紀幸教授と本

城の地質構造に関し終始議論にカ肋弓小論の原稿を読

んでいたただいた地質調査所の垣見俊弘氏に謝窟を表し

たい.また同所の長谷川功飯塚進氏には南関東の地

震資料に関して有益な援助をいただき三裂昂博士には

三浦･房総のテクトニクスに関して貴重だこ助言をいた

だいた.(筆首は物理探査部)
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